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ASPnet (Associated Schools Network)

 ユネスコの理念を学校現場で実践するために1953年に発足した、国際的なネットワーク

児童・生徒の「心の中に平和のとりでを築く」

 世界182か国で12,000 校以上がASPnetに加盟

ユネスコスクールとは

ユネスコスクールとは

日本のユネスコスクール

加盟校：1,115校 ※全体の約1割、世界最多の加盟校数

キャンディデート校：141校 （2023年3月時点）

 ユネスコスクール＝ESD推進拠点としての位置付け

 学習指導要領に「持続可能な社会の創り手の育成」が掲げられている

率先してESDに取り組み、他校をリードする役割への期待



ユネスコスクールとは

https://www.unesco-school.mext.go.jp/

https://www.facebook.com/aspnet.japan/?ref=embed_page

ユネスコスクール公式ウェブサイト

ユネスコスクール公式Facebook

https://www.unesco-school.mext.go.jp/
https://www.facebook.com/aspnet.japan/?ref=embed_page


ユネスコスクールと気候変動

ユネスコ本部によるプロジェクト

UNESCO (2016): Getting climate-ready: a guide for schools on climate action

 学校が気候変動への取り組みや人材育成に貢献するために
「ホールスクール・アプローチ」を推進するプロジェクト

気候変動へのアクションのためのホールスクール・アプローチ

①スクールガバナンス
②指導と学習
③設備と運営
④地域との連携

の4領域すべてにおいて、気候変動へのアクション
を達成することを念頭に取り組む



国内加盟校の取り組み

ユネスコスクールの教育活動で取り上げた SDGs17の目標
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目標11（持続可能な都市）住み続けられる街づくりを

目標12（持続可能な生産と消費）つくる責任つかう責任

目標3（保健）すべての人に健康と福祉を

目標4（教育）質の高い教育をみんなに

目標16（平和）平和と公正をすべての人に

目標15（陸上資源）陸の豊かさも守ろう

目標14（海洋資源）海の豊かさを守ろう

目標13（気候変動）気候変動に具体的な対策を

目標7（エネルギー）エネルギーをみんなにそしてクリーンに

目標10（不平等）人と国の不平等をなくそう

目標17（実施手法）パートナーシップで目標を達成しよう

目標5（ジェンダー）ジェンダー平等を実現しよう

目標1（貧困）貧困をなくそう

目標6（水・衛生）安全な水とトイレを世界中に

目標2（飢餓）飢餓をゼロに

目標8（経済成長と雇用）働きがいも経済成長も

目標9（インフラ・産業化、イノベーション）産業と技術革…

出典：2022年度ユネスコスクール年次活動調査結果



国内加盟校の取り組み

海外のユネスコスクールと実施した交流活動内容

出典：2022年度ユネスコスクール年次活動調査結果
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その他

地球規模の課題

海外の学校との学習テーマとして
取り上げられやすい傾向

＝



気候変動をテーマとした実践事例①

大田区立大森第六中学校

ゴーヤグリーンカーテン

 生徒のボランティアが校庭の落ち葉を集
め、ミミズコンポストに回収して、腐葉
土を作る。

 翌年、腐葉土を使ってプランターでゴー
ヤの苗を育て、教室前のテラスにグリー
ンカーテンとして設置。

 グリーンカーテンにより教室内の温度が
下がるため、エアコンの温度を通常より
高く設定できる。

 収穫したゴーヤは給食の食材として使
用。（地産地消の取り組み）

©大田区立大森第六中学校



気候変動をテーマとした実践事例②

只見町立只見中学校
気候非常事態宣言

 生徒会が中心となり、持続可能な社会の
実現に向けた具体的な取り組みを盛り込
んだ宣言を発表。

新聞紙レジ袋

 新聞紙でレジ袋を作成し、町内の商店に
配布。

 町教育委員会との連携や新聞、テレビな
どのメディアでの発信により活動を普
及。

PET Free Monday

 週に一度（月曜日）、ペットボトル飲料
を飲まない日を設定。

 生徒、教師の取り組みに加え、家族や町
内の小学校、高校へも呼びかけ。

©只見町立只見中学校



加盟23大学（2023年12月時点）

ASPUnivNet (ユネスコスクール支援大学間ネットワーク）

加盟申請

支援

加盟後の

活動支援

地域連携

支援

ネットワー

ク形成支援

ASPUnivNet



気候変動をテーマとした実践事例③

岡山大学

教員養成課程の学生による気候変動を
テーマとした単元開発と授業実践

【中学校理科】

1. 気象観測データをもとに温暖化と大雨増加の
関係をグラフから読み取り、温暖化の原因と
その対策について検討する。

（ねらい：データ分析力の育成）

2. 気候変動対策のシミュ レーション・ソフト*
を用いて、最も適切な気候変動対策をグルー
プで考える。

（ねらい：「未来像を予測して計画を立て

る力」の育成）

* https://www.climateinteractive.org/en-roads/

©岡山大学

https://www.climateinteractive.org/en-roads/


まとめ

 気候変動は多様な課題に関連しているという視点が必要
（例：消費、食、防災など）

 知識をいかに行動に移すか：協力すること、振り返りの大切さ

 教室内の学習がグローバルな課題へつながっているという実感
⇒自分自身の行動から、地域、世界につながるアクションへ

 学習成果や経験を校内、家庭やコミュニティ、国内外へと発信、共
有することの大切さ
⇒ユネスコスクールネットワーク活用の可能性



ありがとうございました


